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研究成果の概要（和文）： 

ホロコーストの記憶について、根源的に新しい視点から研究すべく、本研究期間中は、ユダヤ教が

伝統とする思考様式をとくに「記憶」の観点から捉え、聖書解釈学、ユダヤ神秘主義、ハロルド・

ブルームの文学批評理論、ゲルショム・ショーレムの歴史記述という、自分にとって未知の領域だ

った分野を中心に論文を執筆した。また、ホロコースト後の世界を描いた小説について、上述の観

点から解釈する論文を執筆した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Zikkaron, or the mode of memory peculiar to Judaism, is clearly different from the mode of 

history. The goal of my Holocaust Studies will be to investigate Holocaust representations 

in terms of zikkaron. For this end, I studied Hermeneutics of Judaism (both by Christian 

theologians and Jewish scholars), Jewish mysticism, and fiction representing the 

post-Holocaust secular world. I wrote papers about Gershom Scholem’s historiography, Harold 

Bloom’s psycho-rhetorical kabbalistic literary criticism, and a novel by Isaac Bashevis 

Singer. 

 
交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008年度 900,000 270,000 1,170,000 

2009年度 700,000 210,000 910,000 

2010年度 500,000 150,000 650,000 

総 計 2,100,000 630,000 2,730,000 

 

 

研究分野：英文学、ユダヤ研究、ホロコースト研究 

科研費の分科・細目：文学 ・ 英米・英語圏文学 

キーワード：ホロコースト、カバラー、ユダヤ思想、誤読理論 
 
１．研究開始当初の背景 

当初、一般的な表象論としてホロコーストを研

究し、その「記憶」について吟味していたが、

ユダヤ人が伝統とする「記憶」や再現前化が、

通常われわれの考えるそれとは異なることに

気づき、宗教と思想を中心に根本的な再考が必

要だと判断した。 
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２．研究の目的 

本研究は、ユダヤ教が伝統とする思考様式に関

する言説とホロコースト表象論とを融合させ、

ホロコースト研究それ自体に寄与するととも

に、単なるホロコースト表象論ではなく、それ

を「ユダヤ研究」という枠組みから文化研究と

して完成させることを最終的な目的とする。そ

れにより、通常われわれが「記憶」や「表象」

という語から想起するものとは異なる思考様

式を体系化し、新たな観点から表象論に寄与す

ることが期待できる。 

 
３．研究の方法 

研究期間中は、すでに馴染みのある一般的な文

化研究やホロコースト表象論よりも、ユダヤ人

の宗教や思想の理解に主眼を置いた。そのため、

聖書解釈学、ユダヤ神秘主義および世俗的ユダ

ヤ思想としてハロルド・ブルームの文学批評理

論を中心に論文を執筆し、「記憶」のテーマを

追究した。また、夏季休暇中に渡米し、現地の

専門家と意見交換するとともに、正統派ユダヤ

教の聖職者たちと面談し、書物からは学び得な

い事柄について説明を受けた。 

 
４．研究成果 

本研究は、ユダヤ教が伝統とする思考様式に関

する言説とホロコースト表象論とを融合させ、

ホロコースト研究それ自体に寄与するととも

に、単なるホロコースト表象論ではなく、それ

を「ユダヤ研究」という枠組みから文化研究と

して完成させることを目的とした。ユダヤ教固

有の思考様式についても、ホロコースト表象に

ついても、それぞれの分野で盛んに研究されて

いるが、その両者を融合させることで「記憶」

の言説それ自体を問い直そうとする試みは、わ

たしの知るかぎり（また、海外の研究者たちに

相談したかぎり）先例がないし、少なくとも一

般的ではない。その点で、本研究には独創性が

あろうし、ホロコースト研究の新たな可能性を

模索できる視点である、と信ずる。 

ユダヤ教固有の思考様式を明らかにすべく、

本研究では、伝統的な聖書解釈学の言説や最新

のカバラー研究をふまえつつ、とくにハロル

ド・ブルームの思想に注目した。カバラーにつ

いては、わが国でもゲルショム・ショーレムの

翻訳等を通じて知られているが、最新の研究成

果については、少なくとも広く知られてはいな

い。また、ブルームの思想については、文学的

ないし心理修辞学的な面での研究は進んでい

るものの、ユダヤ神秘主義の観点から詳細に論

じた先行研究は、世界的にもそれほど多くはな

い。その点で、本研究の成果には意義があった

と信ずる。 

ブルームは、ラビたちと同様、換喩的な発想

でもろもろのテクストを解釈しており、ホロコ

ースト表象論についてもこれに類した姿勢で

取り組まれるべきだというのが、わたくしの立

場である。ただ、反省点として、とりわけブル

ームの研究には膨大な時間を要したため、この

研究期間中にホロコースト表象論について充

分に議論することはできなかった。 

 

（1）ハロルド・ブルームの文学批評理論 

ハロルド・ブルームの文学批評理論については、

論文の 2、3、4、5で詳しく論じた。論文 5「修

正比率――誤読理論の基本概念」で論じた「修

正比率」については、世界的にもよく知られて

おり、とくに珍しいものではない。しかし、論

文 4「後続性の心理修辞学――ハロルド・ブル

ームの誤読理論」では、これまであまり論じら

れてこなかった事柄を含め、彼の文学批評理論

について詳細に吟味した。その内容は、「グノ

ーシス」、「キルケゴールの反復理論」、「精神分

析学における転移」、「オルペウス」、「再置換と

呼ばれる修辞」、「間テクスト性ないしインタ

ー・ポエムの関係性」、「ブルーム理論における

アメリカ文学の伝統」と多岐にわたる。さらに、

論文 3「ハロルド・ブルームとヘブライの解釈



 

 

様式」は、ブルームとユダヤ神秘主義との関係

性に正面から向き合った論考である。両者の関

係については、スーザン･ハンデルマンが早く

も 1982 年の段階で論じていたが（Susan A. 

Handelman, The Slayers of Moses: The 

Emergence of Rabbinic Interpretation in 

Modern Literary Theory. Albany: SUNY, 1982）、

その後に発展的な議論が展開されてきたとは

言いがたい。論文 3 では、とくにイツハク･ル

ーリャによる「収縮（Tzimtzum）」、「器の破壊

（Shevirath HaKelim）」、「修復（Tikkun）」と

いう一連の神学上の教義と、ブルームの「限定

化」、「代置」、「再現前化」という文学的な修正

主義の弁証法との関係を、これまでになく詳細

に解説した。なお、論文 2については次項で述

べる。 

 

（2）ユダヤ教 

ユダヤ神秘主義については、とくにゲルショ

ム・ショーレムの著作の翻訳と受容を中心に研

究がなされてきた。しかし、現在のユダヤ研究

は、すでにショーレムの弟子たちが学界の重鎮

となっていることからも窺えるとおり、幅広く

研究が進んでいる。論文 2「創造と修正主義―

―ルーリヤ派カバラーとユダヤ人の離散」では、

イツハク・ルーリャの教義を詳細に分析すると

ともに、その歴史性に注目したショーレムと、

その修辞性に注目したハロルド・ブルームそれ

ぞれの重要性を再吟味した。また、論文 1「ユ

ダヤ教における記憶と時間」では、ユダヤ系の

研究者たちが登場する直前の時期に、クリスチ

ャンの神学者たちがいかにユダヤ聖書を研究

していたかを再確認すべく、1960年代の古典的

な聖書解釈学の言説を整理した。以上の研究は、

ユダヤ教それ自体の理解に役立つばかりか、そ

こで明らかになったユダヤ教特有の思考様式

を別の言説に応用できる点で、きわめて有用で

あると考えられる。なお、学会における口頭発

表「正統派ユダヤ教の世界――その思考様式と

宗教生活」は、渡米の際に視察したユダヤ教寺

院で見聞したことを中心に紹介したものであ

るが、わが国にいてはなかなか眼にできない事

柄ばかりなので、おおむね好評であった。 

 

（3）ホロコースト後の世界表象 

西洋の支配的な思考様式が、隠喩性と直線的な

時間性と歴史性を特徴とするのに対し、ユダヤ

教の思考様式は、換喩性と非連続的な時間性と

記憶を特徴とする。論文 6「記憶への回帰――

Ｉ・Ｂ・シンガー『悔悟者』」は、そのような

ユダヤ教の世界観やユダヤ人に固有の思考様

式を踏まえた上で執筆した作品論である。本来、

本研究期間中に目指したのは、ホロコースト表

象論を中心に、本稿のような論文を 1本でも多

く書きためることであったが、ユダヤ教やユダ

ヤ思想それ自体の研究に時間がかかり、新たな

論文をこれ以上に書くことができなかった。し

かしながら、発表済みのホロコースト表象論に

ついては大幅に加筆修正を施すことができた

し、今後の研究の方向性を明確に定められるよ

うになったことこそが最大の収穫であったと

確信する。 
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